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２
０
０
３
年
３
月
、
大
阪
・
京
都
・
滋
賀
に
お
い
て

「
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
る
。
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
成
功
の
祈
願
祭
が
２
０
０
２
年
４
月
29
日
、
京
都

の
貴
船
神
社
に
て
行
わ
れ
た
。
翌
日
の
京
都
新
聞
は

「
晴
乞
、
雨
乞
の
神
事
が
千
年
振
り
に
再
現
さ
れ
た
。
皇

室
が
平
安
中
期
ま
で
晴
天
を
願
っ
て
白
馬
を
、
雨
を
願

っ
て
は
黒
馬
を
奉
納
し
た
。
二
頭
の
神
馬
が
神
職
に
手

綱
を
と
ら
れ
て
拝
殿
の
周
り
を
三
周
し
た
」
と
報
じ
た
。

生
き
た
馬
は
、
や
が
て
描
か
れ
た
馬
に
変
わ
り
、
願
い

事
を
書
い
て
奉
納
す
る
現
代
の
絵
馬
に
変
遷
し
て
い
く
。

高
原
三
郎
著
・
発
行
『
大
分
の
雨
乞
』（
１
９
８
４
年
）

で
は
、
絵
馬
と
雨
乞
に
つ
い
て
、「
農
耕
時
代
に
入
り
、

支
配
権
力
が
あ
ら
わ
れ
る
と
彼
等
は
君
主
水
徳
の
観
念

に
よ
り
、
水
、
雨
の
順
調
に
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

旱
魃
が
激
甚
と
な
る
と
、
人
を
殺
し
て
神
へ
供
え
、
さ

ら
に
時
代
が
下
が
る
と
人
に
代
わ
っ
て
牛
・
馬
が
犠
牲

と
さ
れ
、
さ
ら
に
生
き
馬
に
代
わ
っ
て
木
馬
、
紙
馬
を

献
上
し
、
そ
し
て
今
日
の
よ
う
に
神
社
に
絵
馬
を
献
上

す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
書
は
雨

乞
の
歴
史
、
雨
乞
の
習
俗
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
大
分

の
雨
乞
を
く
ま
な
く
調
査
し
た
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
中
国
、
朝
鮮
、
台
湾
、
琉
球
王
朝
、
ア
イ

ヌ
の
雨
乞
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
点
が
お
も
し
ろ
い
。

日
本
各
地
の
古
来
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
た
雨
乞
儀

式
に
つ
い
て
、
膨
大
な
資
料
に
基
づ
き
、
歴
史
的
、
体

系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
が
高
谷
重
夫
著
『
雨
乞

習
俗
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
１
９
８
２
年
）
で
、
い
わ

ば
雨
乞
研
究
に
関
す
る
バ
イ
ブ
ル
で
あ
る
。
こ
の
中
で

「『
扶
桑
略
記
』（
平
安
時
代
末
期
に
書
か
れ
た
歴
史
書
　
仏
教
史
が
中
心
）

の
推
古
天
皇
33
年
（
６
２
５
年
）
の
条
に
、
高
麗
僧
恵
灌

に
命
じ
て
雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
記
事
、
お
よ
そ
年
代

記
の
存
す
る
限
り
で
は
、
日
本
の
雨
乞
資
料
と
し
て
最

も
古
い
も
の
で
あ
る
。
雨
乞
が
仏
教
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
古
代
人
が
雨
を
祈
っ
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
神
々
に
関
す
る
伝
承
が
わ
ず
か
に

存
す
る
限
り
で
あ
る
」
と
、
雨
乞
の
由
来
が
記
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
各
地
の
雨
乞
儀
式
が
類
型
化
さ

れ
て
い
る
。
宮
に
籠
る
ア
マ
ゴ
モ
リ
。
水
を
浴
び
る
ミ

ソ
ギ
。
地
蔵
を
水
に
つ
け
、
縄
で
し
ば
る
雨
乞
地
蔵
。

動
物
、
魚
類
の
供
儀
。
池
や
泉
の
水
を
代
え
て
乾
か
す

水
か
え
行
事
。
池
に
牛
・
馬
の
糞
、
不
浄
の
物
を
入
れ

雨
の
神
を
怒
ら
せ
て
雨
を
降
ら
す
。
山
に
登
り
雨
乞
の

火
焚
き
。
雨
の
神
を
喜
ば
せ
て
雨
を
降
ら
す
雨
乞
踊
り
、

能
楽
、
獅
子
舞
、
雨
乞
太
鼓
踊
り
、
等
々
。

同
じ
著
者
に
よ
る
『
雨
の
神
』（
岩
崎
美
術
社
、
１
９
８
４

年
）
で
は
、
飲
用
水
や
灌
漑
用
水
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

水
神
を
祀
る
こ
と
が
習
俗
化
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

雨
水
を
司
る
雨
の
神
と
し
て
龍
王
や
龍
神
が
祀
ら
れ
、

各
地
に
雨
乞
社
、
雨
の
宮
、
雨
降
社
、
龍
王
社
が
分
布

す
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
有
明
海
北
岸
佐
賀
県
川
副
町

は
干
拓
で
開
か
れ
た
地
域
だ
が
、
こ
の
町
に
は
雨
の
神

と
海
の
神
の
両
方
を
祀
る
龍
王
社
が
存
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
書
で
は
、
泉
鏡
花
で
有
名
な
夜
叉
が
池
伝
説
に
つ

い
て
も
論
じ
て
い
る
。

平
安
の
初
め
、
美
濃
地
域
に
日
照
り
が
続
き
、
美
濃

郡
司
安
八
太
夫
安
次
は
田
ん
ぼ
に
い
た
蛇
に
、「
水
が
欲

し
い
。
も
し
、
雨
を
降
ら
せ
た
ら
俺
の
娘
八
叉
姫
を
嫁

に
や
ろ
う
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
蛇
は
即
座
に
慈
雨
を
も

た
ら
し
、
蛇
は
八
叉
姫
を
夜
叉
が
池
に
む
か
え
る
。
こ

の
伝
説
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
坂
内
村
誌
編
集
委
員
会

編
『
夜
叉
が
池
』（
坂
内
村
教
育
委
員
会
、
１
９
８
７
年
）
や
、

安
八
太
夫
安
次
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
岐
阜
県
神
戸
町
の

石
原
傳
兵
衛
著
・
発
行
『
夜
叉
が
池
説
』（
１
９
９
１
年
）

の
書
が
あ
る
。
夜
叉
が
池
は
岐
阜
県
坂
内
村
の
標
高
１

１
０
５
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
今
で
も
雨
沢
の
恵
み
の

源
泉
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

先
に
紹
介
し
た
高
谷
重
夫
氏
に
よ
る
と
、
龍
と
か
大
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蛇
と
い
う
型
を
つ
く
り
雨
を
乞
う
祈
願
法
は
、
東
北
か

ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
す
る
と
い
う
。
埼
玉
県
鶴
ヶ
島

市
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
脚
折
雨
乞
』（
２
０
０
０
年
）

で
は
、
長
さ
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
麦
藁
の
龍
を
雷
電
神

社
の
カ
ン
ダ
チ
の
池
に
入
れ
『
雨
ふ
る
た
ん
じ
ゃ
い
』

と
唱
え
る
祭
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
市
博
物
館

資
料
調
査
室
編
『
川
崎
の
雨
乞
い
』（
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
準
備
室
・
１
９
８
８
年
）
の
中
で
も
、
市
内
の
中
原
地
区

で
は
、
か
つ
て
大
蛇
を
担
い
で
田
の
中
を
練
り
歩
い
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
各
地
に
は
雨
乞
山
、
雨
乞

岳
が
存
す
る
。
日
照
り
が
続
く
と
、
山
に
登
り
、
鉦
を

な
ら
し
、
雨
の
神
に
祈
る
。
西
尾
寿
一
著
『
鈴
鹿
山
地

の
雨
乞
』（
京
都
の
山
の
会
出
版
、
１
９
８
８
年
）
に
は
、
こ
の

有
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

少
雨
と
い
う
と
讃
岐
、
現
在
の
香
川
県
だ
。
瀬
戸
内

海
気
候
の
た
め
年
間
平
均
降
雨
量
が
１
２
０
０
ミ
リ
に

過
ぎ
な
い
。
山
地
は
県
土
の
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

大
き
な
山
と
河
川
が
な
い
た
め
、
昔
か
ら
水
に
難
儀
し
、

旱
魃
に
は
泣
か
さ
れ
、
た
め
池
が
多
く
造
ら
れ
て
き
た
。

昭
和
49
年
、
徳
島
県
池
田
町
か
ら
、
吉
野
川
の
水
が
香

川
用
水
に
よ
っ
て
導
水
さ
れ
て
か
ら
、
河
川
、
た
め
池
、

香
川
用
水
の
水
を
併
せ
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

水
を
大
事
に
す
る
県
民
性
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

菅
原
道
真
公
が
讃
岐
の
国
司
で
あ
っ
た
時
、
彼
の
祈
雨

で
潤
雨
を
得
、
そ
の
喜
び
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
香

川
県
綾
歌
郡
綾
南
町
の
「
滝
宮
雨
乞
踊
り
」
が
今
で
も

滝
宮
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
香
川
県
教
育
委
員
会

編
・
発
行
『
讃
岐
の
雨
乞
踊
調
査
報
告
書
』（
１
９
７
９
年
）

に
は
、
讃
岐
地
域
の
雨
乞
踊
り
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
香
川
県
大
野
原
町
田
野
々
雨
乞

保
存
会
編
・
発
行
『
雨
乞
踊
今
昔
と
保
存
会
春
秋
』（
１
９

９
２
年
）
は
、
昭
和
８
年
の
大
旱
魃
に
よ
り
一
時
途
絶
え

た
、
慶
長
年
間
か
ら
続
く
踊
り
が
昭
和
46
年
に
復
活
し

た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
正
岡
子
規
は
「
月
赤
し
雨
乞

踊
り
見
に
行
か
ん
」
と
詠
ん
で
い
る
。

雨
乞
太
鼓
踊
り
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
月
ヶ
瀬
村
石

打
太
鼓
保
存
会
編
・
発
行
『
石
打
太
鼓
踊
復
活
記
念
誌
』

（
１
９
８
９
年
）、
同
県
都
部
村
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
吐

山
太
鼓
お
ど
り
』（
１
９
８
３
年
）、
熊
本
県
宇
土
市
教
育
委

員
会
編
発
行
『
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
調
査
報
告
書
』
な

ど
が
あ
る
。
宇
土
は
、
江
戸
時
代
、
細
川
三
万
石
の
陣

屋
が
置
か
れ
、
農
村
地
区
で
は
集
落
ご
と
に
大
太
鼓
を

所
有
し
、
雨
乞
い
祭
り
、
虫
追
い
行
事
に
大
太
鼓
を
使

っ
て
き
た
。
昭
和
61
年
か
ら
宇
土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
雨
乞
大
太
鼓

が
地
域
起
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

さ
て
、
朝
鮮
の
雨
乞
儀
式
は
、
動
物
を
あ
く
ま
で
も

供
え
物
、
供
儀
で
、
日
本
の
よ
う
に
雨
の
神
を
怒
ら
せ

る
不
浄
物
を
与
え
る
考
え
は
な
か
っ
た
と
高
谷
重
夫
氏

は
推
論
し
て
い
る
。
韓
国
の
研
究
者
、

『
祈

雨
祭
』（
岩
田
書
院
、
２
０
０
１
年
）
は
、
雨
乞
儀
式
に
関
す

る
韓
日
比
較
民
俗
学
的
研
究
の
書
で
あ
り
、
雨
乞
い
の

国
際
比
較
を
行
っ
た
初
の
書
で
あ
る
。
古
代
の
韓
国
で

は
、
旱
魃
に
よ
る
雨
乞
儀
礼
と
そ
の
対
策
は
王
の
責
任

で
行
わ
れ
た
。
こ
の
災
害
が
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
そ
の
責
任
を
と
ら
さ
れ
、
王
は
殺
さ
れ
た
と
い
う
。

日
本
で
は
、
旱
魃
解
消
の
責
任
が
天
皇
の
死
ま
で
は
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。

雨
乞
習
俗
を
考
え
る
と
、
古
代
か
ら
日
本
人
と
水
と

の
関
わ
り
方
は
深
く
、
水
の
文
化
、
食
の
文
化
、
芸
能

の
文
化
と
大
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
各
地
の
雨
乞
習
俗
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
、
絶
え
て

い
る
も
の
は
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
水
の
文
化
の
発
展
に

つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
世
界
の
雨
乞
習
俗
の
調
査
研
究
、

そ
の
国
際
比
較
も
ま
た
、
水
の
文
化
の
未
来
に
つ
な
が

る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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